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新潟大学工学部４年生の卒業研究で、自動車の電子制御を研究テーマに掲げられていた新潟大

学工学部機械システム工学科の横山研究室に配属されました。自動車に興味を持っていたこと

と、これからの産業製品には付加価値をつける電子制御の考え方が必要不可欠であると感じてい

たことが、研究室選びの主たる理由です。配属から大学院博士課程までの間、横山研究室でスラ

イディングモード制御やニューラルネットワークを応用した ABS、セミアクティブサスペンショ

ンの制御アルゴリズムに関する研究に従事してきました。2001 年に鳥羽商船高等専門学校電子

機械工学科に赴任し、大学で研究してきたテーマの他に、ロボット・コンテストに研究室で参加

したのを機にロボットに関する研究に取り組み始めました。その後、2006 年に長岡工業高等専門

学校に転任となり、これまでに主として小型船舶における制御工学、メカトロニクス技術に関連

した研究に従事してきました。ヒューマンマシンインタフェースやヒューマンロボットインタラ

クション等のシステムデザインに関する分野横断型研究、分野横断型社会実装教育に興味を持っ

ています。現在は日本学術振興会・科学研究費助成事業等による、人間工学、ヒューマンインタ

フェースに関係する以下のテーマに取り組んでいます。 

・徒弟的理容技能継承からの脱却： 

視線の可視化による工学的理容技術伝承モデルの確立、 

JSPS 科研費 挑戦的研究（萌芽）、2021.7～、代表 

・視線情報に基づく構造物点検技能の形式知化・標準化： 

VR 技術による知の加速度的継承、JSPS 科研費 基盤研究（B）、2020.4～、分担 
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モーションキャプチャシステム、視線解析装置、6 軸モーションベースといったヒューマンセ

ンタードデザインのための実験・解析装置が充実してきたこともあり、ヒューマンマシンインタ

フェースやヒューマンロボットインタラクションに関する研究を展開しています。また、近年の

姿勢推定 AI エンジンの発展を受け、情報端末の内蔵カメラを用いたスポーツ技能の可視化に関

する研究に取り組んでいます。以下に、研究の一例を示します。 

タイトル「情報端末の内蔵カメラを用いた運動再現システム」（R3 年度 Ec5 平田さん） 

スポーツの指導において、単純にカメラを用いて選手を撮影し後から見直すだけではなく、選

手の動きをデータ化し、より定量的な科学的指導に繋げることが近年重要視されている。そのた

めの、様々なハードウェア及びソフトウェアが開発されている。 

本研究では、競技の中でチームとしてのフォーメーションの取り方が勝敗を大きく左右するバ

レーボールに注目した。試合の映像から選手の位置を推定することで、自チームはもちろん、相

手チームの選手位置をデータ化するシステムを開発した。このシステムにより、攻撃時、守備時

のフォーメーションを見返すことができ、科学的な指導につなげることができる。 

システム開発は、選手の位置を推定するために、AlphaPose

と射影変換を用いている。AlphaPose は、画像内の人物の位

置と姿勢を検出するアルゴリズムである。検出された選手の

姿勢から、両足の中点を計算し、そこを選手の画像内におけ

る床面上の位置とする。次に、射影変換を用いて画像内にお

ける位置から、現実世界における床面上の位置を推定する

（図１）。射影変換は任意の四角形を他の四角形に変換する

よう構成する。画像に写るコートが構成する四角形を、コー

トを真上から見た形になるように射影変換を施すことで、画

像全体が床面を真上から見たように変換される。 

今後の課題として空中にいる選手位置、ボールの位置に関する推定アルゴリズムの検討が挙げ

られる。 

 

図１ 姿勢推定 AI エンジンによる 

バレーボール選手の位置の可視化 
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【提供可能な設備・機器】 

・光脳機能イメージング装置 
近赤外光を用いて頭皮上から非侵襲的に脳機
能マッピングすることで、脳の活動を計測し可
視化する装置です。これまで可視化が困難であ
った感性評価などに活用が期待されています。 
 

 

 

 

 

 

図２ Spectratech,OEG-17APD[１] 

 
[1] 株式会社スペクトラテック
（www.spectratech.co.jp） 
 

・カオス分析・心拍変動解析・加速度脈波解析

機能付き指尖脈波収集ツール 
脈波のカオス解析、加速度脈波解析、心拍変動
解析を行い、時間的変化を表示します。交感・
副交感神経系の活性度と自律神経のバランス
をモニタリングできます。 
 

 

 

 

 

 

図３ CCI BACS-Advance[２] 

 
[2] 株式会社 TAOS 研究所（www.taos.tokyo） 
 

・視線追尾・視線計測装置 
「モバイル性」をコンセプトに小型軽量化した
アイトラッキング装置です。被験者に負担をか
けず、より自然な日常行動を計測することが可
能です。 
 

 

 

 

 

 

図４ Nac image Tech. EMR-9[３] 

 
[3] 株式会社ナックイメージテクノロジー
（www.eyemark.jp） 

・リアルタイムモーションキャプチャ 

人やロボットにマーカーをつけて、三次元位置
をリアルタイムに計測できる光学式モーショ
ンキャプチャシステムです。スポーツ、バイオ
メカニクス、ロボティクス、人間工学、VR と幅
広い分野で活用されています。 
 

 

 

 

 

図５ Motion Analysis MAC3D System[４] 

 
[4] 株式会社ナックイメージテクノロジー 
(www.nacinc.jp/analysis/motion-

capture/） 

 

・筋骨格モデル動作解析ソフトウェア 
関節角度や関節モーメント・関節パワーといっ
た運動学、動力学計算ができるのはもちろん、
筋張力・筋活性度といった筋骨格解析も可能で
す。 

 

 

 

 

 

図６ Nac image Tech. nMotion musculous[５] 

 

[5] 株式会社ナックイメージテクノロジー

（www.nacinc.jp） 

 

・6 軸モーションベース 
映像の動きに合わせて座席を前後・左右・上下
に揺らしたり、また傾けたり回転させることが
できます。 

 

 

 

 

図７ COSMATE MB-150[６] 

 

[6] 株式会社コスメイト（www.cosmate.co.jp） 
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・寄附金「プログラミング教育教材開発」（R1） 
・技術相談「準天頂衛星みちびきを活用した課題解決型教育」（R2） 
 関連記事：みちびき（準天頂衛星システム）、内閣府宇宙開発戦略推進事務局 
▷https://qzss.go.jp/usage/userreport/nagaoka_210621.html 
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アマゾンデータサービスジャパン、株式会社鷺宮製作所、日産オートモーティブテクノロジー、

日本精機株式会社、日立ハイテクフィールディングス、ユニオンツール株式会社、新潟県庁等 

 


